
個別シート

②前年度実績・課題

・令和7年7月に第1回南区自主防災組織実務者連絡会を南区役所にて開催。

（実績）各校区（桃山台・晴美台）が行っている防災活動の情報共有等

・令和8年1月に第2回南区自主防災組織実務者連絡会を栂文化会館にて開催。

（実績）中学校避難所の運用について、防災課から避難所の運営に関する現状やアクションカードについて説明等

③主な実施内容 ※回数・対象・数量など、具体的に記載 ③-1 期待される効果　※「○○の向上／促進／改善」

・自主防災組織の実務者連絡会を開催（年2回） ・中学校を避難所として活用することへの意識向上

・中学校区内自主防災組織が連携した防災訓練を推進 ・中学校避難所を想定した避難計画の策定の推進

（2中学校区）

④成果・効果検証　※KPIにどのように影響するかを意識して記載する

①事業概要（目的）  ※「○○を目的として、△△を実施する」で記載。

災害に強く、誰ひとり取り残さない安全・安心に暮らすことのできる地域社会の実現を目的として、各校区（地区）自主防災組織間の

連携を強化し、中学校を避難所に含めた避難計画の策定につなげる。

取組・事業名 避難計画策定への意識醸成 実績値

⑤改善対応・次年度方針

方針区分 安全・安心 成果指標（KPI）

所　　属 自治推進課

取組方針 人と地域のつながり強化

目標値

中学校避難所を想定した避難計

画の策定数（校区）

関連部署
予算

区分
既存 2

達成率

762680
スタンプ



個別シート

②前年度実績・課題

準備や対策を啓発するため、避難行動要支援者に焦点をあてた「つながりあいコール」を作成。（令和8年3月3日付発行）

・美木多校区防災訓練をモデルに地域共生推進課と連携し避難行動要支援者の避難訓練を実施。

③主な実施内容 ※回数・対象・数量など、具体的に記載 ③-1 期待される効果　※「○○の向上／促進／改善」

・南区における避難行動要支援者全員（13,236人）に ・避難行動要支援者自身による安否情報の発信を、可能な範囲

つながりあいコールを送付。（8月） で促し、支援者からの区対策本部への情報集約に繋げる。

・各校区（地区）自主防災訓練時につながりあいコールを

活用した安否確認訓練の勧奨。

④成果・効果検証　※KPIにどのように影響するかを意識して記載する

成果指標（KPI）
避難行動要支援者の安否確認

訓練の実施回数（校区・地区）

予算

区分
既存

方針区分 安全・安心 取組方針
防災力を高め、安全安心な地域

社会の形成

①事業概要（目的）  ※「○○を目的として、△△を実施する」で記載。

災害に強く、誰ひとり取り残さない安全・安心に暮らすことのできる地域社会の実現を目的として、市に登録されている自主防災

組織全てが避難行動要支援者の安否確認訓練等を実施する。

⑤改善対応・次年度方針

・避難行動要支援者やその直接の支援者が自ら安否情報等を発信し、大規模災害発生時に情報難民とならないよう必要な

目標値 4

達成率

取組・事業名 避難行動要支援者対策 実績値

所　　属 自治推進課 関連部署



個別シート

②前年度実績・課題

・令和6年度末時点では市に登録されている自主防災組織のうち7校区（地区）が策定済

（美木多校区、上神谷地区、晴美台校区、高倉台校区、高倉台西校区、竹城台校区、御池台校区）

・令和7年度は福泉中央校区、桃山台校区が策定済

・校区間に防災意識や地区防災計画の必要性に対する認識差があり、統一した進捗にならないことが課題である。

③主な実施内容 ※回数・対象・数量など、具体的に記載 ③-1 期待される効果　※「○○の向上／促進／改善」

・自主防災組織の実務者連絡会を開催（年2回） ・地域の災害への対応力（自助・共助）の向上

・未作成校区への進捗確認及び作成支援（通年） ・地区防災計画の作成を通じて、地域防災力及び地域内のつな

がりの強化

・行政との連携促進

④成果・効果検証　※KPIにどのように影響するかを意識して記載する

成果指標（KPI）
地区防災計画の策定校区数

（校区・地区）

既存

方針区分 安全・安心 取組方針 人と地域のつながり強化

①事業概要（目的）  ※「○○を目的として、△△を実施する」で記載。

災害に強く、誰ひとり取り残さない安全・安心に暮らすことのできる地域社会の実現を目的として、市に登録されている自主防災

組織全てが地区防災計画を策定するための支援を行う。

⑤改善対応・次年度方針

目標値 11

達成率

取組・事業名 地区防災計画作成支援 実績値

所　　属 自治推進課 関連部署
予算

区分



令和 7 年度 南区自主防災組織実務者連絡会 実施概要 

 

1 開催目的 

防災に関する情報を提供するとともに、自治連合協議会に加盟していない校区を含め、自主防災組織間の連携

および情報交換の場を設ける。 

これにより、各組織が相互に事例を共有・参考とし、南区全体の防災力のさらなる向上を図る。 

 

2 第 1 回連絡会 

（1）開催概要 

• 日時：令和 7 年 7 月 12 日（土）10 時 00 分～11 時 40 分 

• 場所：栂文化会館 3 階 第 1 講座室 

• 参加者：南区内全 20 校区（地区）の自主防災組織実務者 計 61 人  

（2）内容 

1. 避難行動要支援者に関する取組について（地域共生推進課） 

2. 校区の好事例発表：桃山台校区、晴美台校区 

（3）概要・主な内容 

• 各校区が課題と認識している「避難行動要支援者への対応」について、所管課である地域共生推進課

より、堺市の取組および今後の展開について説明を行った。 

• 桃山台校区からは、防災活動を契機とした自治会加入促進の取組が紹介され、自治会加入率が令和

5 年度 28.4％から令和 6 年度 68.5％へ増加した事例が報告された。 

• 晴美台校区からは、地区防災計画の校区内周知活動について発表があった。 

• これらの取組はいずれも参加者の関心が高く、活発な質疑応答が行われた。 

 

3 第 2 回連絡会 

（1）開催概要 

• 日時：令和 8 年 1 月 24 日（土）10 時 00 分～11 時 30 分 

• 場所：栂文化会館 3 階 第 1 講座室 

• 参加者：南区内全 20 校区（地区）の自主防災組織実務者 計 35 人 （竹城台東校区を含む） 

（2）内容 

1. 中学校避難所の運用およびアクションカードについて（防災課） 

2. グループ別意見交換 

（3）概要・主な内容 

• 自治連合協議会定例会等で意見・質問の多かった中学校避難所の運用について、防災課より現状お

よびアクションカード案の説明を行った。 

• 意見交換では、同一中学校区内が同じグループとなるよう編成し、顔の見える関係性の構築を行った。 

• 各グループにおいて、中学校避難所の運用や避難所開設手順のアクションカードの内容について、意見

交換を実施するなど、協議の契機を提供した。 

 

4 総括 

本連絡会は、避難行動要支援者対応や避難所運営といった重要課題について、行政からの情報提供と地域の

実践事例を共有する重要な機会となっている。 

また、校区間の横断的な意見交換により、防災・減災に関する各地域における課題の整理および今後の取組の

方向性を確認することができた。 
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市地
ち

域
いき

共
きょうせい

生推
すい

進
しん

課
か

発
はっ

行
こう

安
あん

心
しん

の第
だい

一
いっ

歩
ぽ

二
に

次
じ

元
げん

コード

堺
さかいし

市危
き

機
き

管
かん

理
り

室
しつ

発
はっ

行
こう

区
く

別
べつ

防
ぼう

災
さい

マップ
南
みなみく

区版
ばん

二
に

次
じ

元
げん

コード

南
みなみく

区自
じ

治
ち

推
すい

進
しん

課
か

発
はっ

行
こう

避
ひ

難
なん

生
せい

活
かつ

ガイドブック

二
に

次
じ

元
げん

コード

『つながりあいコール』令
れい

和
わ

8 年
ねん

6 月
がつ

発
はっ

行
こう

　堺
さかいし

市南
みなみく

区役
やく

所
しょ

　自
じ

治
ち

推
すい

進
しん

課
か

　堺
さかいし

市南
みなみく

区桃
もも

山
やま

台
だい

1-1-1　TEL:072-290-1803

堺
さかいし

市で発
はっ

行
こう

している
資
しりょう

料です

二
に

次
じ

元
げん

コードや、
南
みなみく

区役
やく

所
しょ

の
市
し

政
せい

情
じょうほう

報コーナーで
ご覧

らん
いただけます


